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飲み込みにくい・むせるといった症状の最大の原因は「加齢」です。
年を重ねるにつれて、のど周辺の筋⼒が低下すると、飲み込む機能が衰えやすくなるから
です。
そういった経験のある方は検査をおすすめします。嚥下訓練をして嚥下機能の低下を防ぎ
あるいは向上させることで、食事を楽しめるようになったり、栄養状態が改善したり、
誤嚥性肺炎を予防することができます。



嚥下外来の活動内容紹介

嚥下は食物を食道に送り込むための一連の動きです。
嚥下外来では、水分でむせる、食事がつかえる感じ、食事に時間がかかる、食事をすると疲れる、食事
中に痰が絡む、咳をよくするなどの症状のある方を対象として、嚥下障害を疑い検査をします。
検査は、嚥下機能検査として、嚥下内視鏡（ＶＥ）を⽿⿐科医師が⾏っています。
⿐腔より咽頭ファイバースコープを挿⼊し、咽頭、喉頭に異常所⾒がないか確認し、着⾊水（トロミ付
き・なし）やゼリーを用いて嚥下機能評価や誤嚥の有無を確認します。
安全に検査を施⾏し、⾔語聴覚⼠、栄養⼠、⻭科と連携をし、多方⾯からサポートしています。
⽿⿐科外来受診、または他科からの依頼にて予約を受け付けています。

今年度もよろしくお願い致します。
外来 篠塚 史穂


